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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　９月　１３日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　　　記録者　月舘　幸子　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・20日の青仁会まつりでＡユニットエレベーターホールに展示があります。来客者の出入の際、患者様の離院に注意して行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

内城　由蔵様～今後、グループホームや老人保健施設の入居を考えている件について御家

族より以下の情報あり。

→長男の妻様は自宅介護で良いと思っているが周囲は施設入居を希望

　ご本人も夜間のトイレの問題があり在宅生活は懸念される。

このような状況から今後、担当ケアマネジャーと御家族が入所可能な施設の申し込みをして行く予定です。（現在、南山苑入所申し込み中）　　　　　
＜SST評価・検討＞

Aグループ　　　テーマ「体の症状を伝える。又は確認する。」

・佐々木　みね様～自ら前に出て積極的にロールプレイをしています。発言内容も「肩と背中が痛いようなだるいような感じで起きていられないんです。」と上手に伝える事出来ていました。ＳＳＴのよいコミュニケーションの

　　　　　　　　　ルールもきちんと覚えています。

・鈴木　サダ様～傾民気味でしたが話の内容は理解しており声掛けには適切に答えています。前に出てロールプレイもされていました。

総括： 定時に全員参加しており評価しています。一連のセッションの流れの中で発言のある方は佐々木みね様と村舘ミネ様で特に佐々木様はロールプレイが上手く参加者も良かったと評価していました。居眠りする方もなく全体に良い雰囲気で進行できました。
Bグループ　　　テーマ「体の症状を伝える。又は確認する。」

・ 荒谷　正毅様～居眠りなく「（今日は）何月何日よ？」と質問され、普段より活気がみらえました。

· 若松　高様～やや小声ですがリーダーや周囲の話をきちんと聞き発言しています。不　　

調時にどのように話すのか率先して発言しています。

· 上田　正男様～不調の為、欠席しています。

総括：体調が悪いときや気分が不安定なときにどのようにスタッフに伝えるのか？について実施しているが全体に「調子が悪くない。」と話す方が大半を占めていました。テーマについて対処する会話は若松様が答えてくれています。多少、話題がそれがちでしたが穏やかに進行しています。

C・Dグループ　　テーマ「感謝やお礼の気持ちを伝える。」

・ 佐々木　利男様～ウオーミングアップでは歌を歌い出し場を盛り上げていました。

· 五十嵐　タイ様～「いつ感謝やお礼を言うか？」について「これからも助けてもらう　　

と思ったとき」と自分の意見を話していました。

· 村山　トシ様　～五十嵐様の発言に対し「私も同じ。」という返答が多いです。次回は　　

まず村山様から質問し意見を求めてもいいのではと思われました。

・ 向山　忠義様～身体状態考慮し個別に対応しています。

総括：スタッフが質問し返答して頂く場合が多くみられていました。「いつ感謝やお礼を言うのか」「どのようにお礼を言うのか」「いう時に気を付けている事」と分けて話し合っています。言葉につまった方については他患者様にフォローしてもらいました。







